
 Seismic Activity in and around the Kinki, Chugoku and Shikoku Districts(November 
2004 - April 2005)

気象庁・大阪管区気象台

Osaka District Meteorological Observatory, JMA

　今期間，近畿・中国・四国地方とその周辺でM4.0以上の地震は 36回（そのうち 17回は紀伊半島

南東沖・東海道沖の地震の余震），M5.0以上は 1回発生した。このうち最大は，2005年 2月 22日に

東海道沖で発生したM5.4であった。

　2004年 11月～ 2005年 4月のM4.0以上の震央分布を第 1図に示す。

　主な地震活動は次の通りである（第 2～ 4図）。

2004年

　　　月日　　　　震央地名　　　　　　規模 (M)　　深さ (km)　　最大震度

　　12月  1日　　京都府南部          4.0　　　　　13　　　　　　3　　（第 2図）

　　12月  2日　　兵庫県北部　　　　　　3.4　　　　　 9　　　　　　 2　　（第 3図）

2005年

　　　月日　　　　震央地名　　　　　　規模 (M)　　深さ (km)　　最大震度

 　　2月 14日　　兵庫県南東部　　　　　4.1　　　　    13　　　　　　3　　（第 4図）



第 1図 (a)　近畿・中国・四国地方とその周辺の地震活動（2004年 11月～ 2005年 1月 , M≧ 4.0, 深さ≦ 700 km）
Fig.1 (a)　Seismic Activity in and around the Kinki, Chugoku and Shikoku districts (November 2004 - January 2005, M≧ 4.0, depth≦ 700 km).



第 1図 (b)　つづき（2005年 2月～ 4月 , M≧ 4.0, 深さ≦ 700 km）
Fig.1 (b)　continued (February - April 2005, M≧ 4.0, depth≦ 700 km).



第 2図　京都府南部の地震活動
Fig.2　Seismic activity in the southern part of Kyoto prefecture.



第 3図　兵庫県北部の地震活動
Fig.3　Seismic activity in the northern part of Hyogo prefecture.



第 4図　兵庫県南東部の地震活動
Fig.4　Seismic activity in the southeastern part of Hyogo prefecture.
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